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令和 8 年度 第 3 回 富田林市交通会議 議事録 

 

日時：令和 8 年 8 月 20 日（木）午後 2 時 00 分～午後 3 時 45 分 

会場：すばるホール 2 階リハーサル室 

 

●出席委員 22 名 

音羽会長、柳原副会長、北川委員、中野委員、田中郁代委員、白井委員、 

東嘉孝委員（落合氏が代理出席）、安岡委員、櫻谷委員、紺屋委員、田中洋委員、 

中村委員、松永委員、杉多委員、宮本委員（片桐氏が代理出席）、中田委員、森委

員、吉崎委員、大久保委員（坂部氏が代理出席）、林委員（浅尾氏が代理出席）、 

嶋原委員、本多委員 

 

●欠席委員 8 名 

湯口委員、小川委員、蛇草委員、東有美委員、廣谷委員、小野委員、辻本委員、 

田村委員 

 

●事務局 まちづくり部長及び次長、交通政策室長ほか同室職員 

 

●公開・非公開の別 公開 

 

●傍聴人数 4 名 

 

●会議次第及び議事要旨 

案件 

1. 令和 8 年度第 2 回交通会議(書面開催)の協議結果 

事務局より資料 1 に基づき説明をした。 

2. 富田林市地域公共交通計画の計画期間の延長について 

事務局より資料 2 に基づき説明を行い、原案どおり承認された。 

3. 彼方上地区における既存タクシーを活用した実証実験後の経過報告 

事務局より資料 3-1 及び資料 3-2 に基づき説明をした。 

4. 南旭ケ丘町地域における既存タクシーを活用した実証実験の実施について 

事務局より資料 4 に基づき説明をした。 

5. 東西交通の円滑な移動に向けた路線バス乗継割引実証実験の結果報告 

事務局より資料 5 に基づき説明をした。 

6. 地域公共交通導入マニュアル策定に向けた検討について 
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事務局より資料 6 に基づき説明をした。 

7. レインボーバスのあり方の検討について 

事務局より資料 7 に基づき説明をした。 

8. 改正地域公共交通活性化再生法と庁内連携会議の発足について 

事務局より資料 8 に基づき説明をした。 

9. 富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会等の報告に 

ついて 

事務局より資料 9 に基づき説明をした。 

10.その他 

事務局より次回の交通会議及びレインボーバスのあり方検討分科会について 

案内をした。 

 

●資料 

別紙 1 委員名簿 

資料 1  令和 8 年度第 2 回交通会議(書面開催)の協議結果 

資料 2  富田林市地域公共交通計画の計画期間の延長について 

資料 3-1 彼方上地区における既存タクシーを活用した実証実験後の経過報告 

資料 3-2 彼方上地区における既存タクシーを活用した実証実験後のアンケート結 

果（速報値） 

資料 4  南旭ケ丘町地域における既存タクシーを活用した実証実験の実施につい 

て 

資料 5  東西交通の円滑な移動に向けた路線バス乗継割引実証実験の結果報告 

資料 6  地域公共交通導入マニュアル策定に向けた検討について 

資料 7  レインボーバスのあり方の検討について 

資料 8  改正地域公共交通活性化再生法と庁内連携会議の発足について 

資料 9  富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会等 

の報告について 

参考資料 1 南旭ケ丘町地域における既存タクシーを活用した実証実験周知チラ 

シ・タクシー券・Q＆A 

参考資料 2 レインボーバスのあり方検討分科会委員名簿（案） 

 

●議事録 

案件 1. 令和 8 年度第 2 回交通会議(書面開催)の協議結果 

 

事務局 

 

それでは、案件 1「令和 8 年度第 2 回交通会議(書面開催)の協議結
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北川議長 

 

果」について、事務局よりご説明いたします。お手元の資料 1 の 1 ペ

ージ目をご覧ください。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

続きまして、2 ページ目をご覧ください。 

令和 8 年 6 月 25 日に開催した、令和 8 年度第 2 回富田林市交通会議

の書面開催の結果をご報告いたします。 

まず、案件 1「令和 7 年度歳入歳出決算報告」についてで、ございま

す。 

本案件は、令和 7 年度の歳入歳出決算についてお諮りし、ご承認い

ただきました。 

続きまして、案件 2「富田林市地域公共交通計画の改訂について」で

ございます。 

本案件は、南海バス「こんごう福祉センター線」を地域間幹線系統補

助の対象路線として位置付けるため、富田林市地域公共交通計画の一

部改訂についてお諮りし、ご承認をいただきました。 

なお、本案件につきましては、ご意見をいただいておりますので、そ

の内容については 3 ページに記載しております。 

最後に、案件 3「令和 9 年度地域公共交通計画の認定申請について」

でございます。 

本案件は、令和 9 年度の国庫補助金の申請にあたり、必要となる申請

書類についてお諮りし、ご承認をいただきました。 

案件 1「令和 8 年度第 2 回交通会議(書面開催)の協議結果」の説明は

以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

この件につきまして、委員の皆様から何かご意見ご質問等ございま

すか。よろしいですかね。 

これは、6 月に開催しました第 2 回交通会議における協議の結果の

報告ということです。地域公共交通計画内の記載に関するご意見もあ

ったようですけれども、これにつきましても、修正し、改訂の手続きを

いたしましたということです。 

 

案件 2 富田林市地域公共交通計画の計画期間の延長について 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、案件 2「富田林市地域公共交通計画の計画期間の延長につ

いて」、事務局よりご説明いたします。お手元の資料 2 の 1 ページ目を

ご覧ください。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

続きまして、2 ページ目、「計画期間の延長について」をご覧くださ

い。 

現行計画を策定後、本市においては金剛バスの廃止があり、市内公

共交通の状況が大きく変化しました。これに伴い、代替交通の確保な

ど、緊急的な対応が必要となり、交通の維持確保に向けた取り組みを

優先して進めてきたところです。 

その結果、当初計画に基づく施策の一部については、進捗に遅れが

生じている状況です。 

つきましては、現行計画に位置付けた施策について、十分な検証を

行うとともに、令和 10 年度に策定される「富田林市総合ビジョンおよ

び総合基本計画」との整合を図り、令和 11 年度から次期地域公共交通

計画をスタートするため、計画期間を 1 年間延長させていただきたく

存じます。 

続きまして、3 ページ目をご覧ください。現行計画に位置付けた各施

策の進捗状況について、整理したものです。 

施策の実施状況については、重点的に取り組んでいる施策、継続的

に取り組んでいる施策、今後検討を要する施策の 3 つに分類しており

ます。 

重点的に取り組んでいる施策としては、東西の都市拠点を結ぶ幹線

バス軸の形成、地域主導の地域公共交通の導入、路線バスの輻輳の解

消を目的としたレインボーバスの見直しが挙げられ、地域課題への対

応として重点的に取組を進めているところです。 

また、鉄道駅周辺との連携や他市町村との連携、利用促進などの施

策については、関係部署等と連携しながら継続的に取り組んでおりま

す。 

今後の検討を要する施策については、令和 9 年度までに方向性の整

理または検討の実施を予定しております。 

続きまして、4 ページ目をご覧ください。 

計画期間を変更するに伴い、必要に応じて、「数値目標」、「実施スケ

ジュール」、「各施策の進捗状況」などを見直す予定でございます。 
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北川議長 

最後に 5 ページ目をご覧ください。 

「パブリックコメントについて」ですが、今回の変更は、 

 

⚫ 計画期間を 1 年間延長すること 

⚫ 必要に応じて目標及びスケジュールなどを見直すこと 

 

を行うものであり、計画の基本理念、基本方針及び施策体系を変更

するものではないと想定しているため、パブリックコメントは実施し

ない予定でございます。 

案件 2「富田林市地域公共交通計画の計画期間の延長について」、の

説明は以上です。 

 

ありがとうございました。 

 本件につきましては、計画の変更ということで、主に計画期間の延

長、それから目標やスケジュール等の見直しについてご協議いただく

ものです。何かご質問等ございましたら、お願いいたします。 

本計画につきましては、金剛ふるさとバスの運行開始前に策定した

ものであり、金剛バスの廃止があったことから、計画の実施について

も一部遅れが生じているところです。 

これまで、計画の推進に向けて取り組んでいただいた部分もござい

ますので、計画期間を 1 年間延長するということで、よろしいでしょ

うか。 

また、今回の計画期間の延長にあたっては、パブリックコメント等

は実施しない予定としておりますが、その点についてもよろしいでし

ょうか。 

はい、それでは、計画期間を 1 年間延長すること、また、必要に応

じて目標及びスケジュール等を見直すことについて、協議が整ったも

のといたします。 

それでは、富田林市地域公共交通計画の計画期間を延長することに

ついて、承認することとし、ご異議なしということで認めます。 

 

案件 3. 彼方上地区における既存タクシーを活用した実証実験後の経過報告 

 

事務局 

 

 

それでは、案件 3「彼方上地区における既存タクシーを活用した実証

実験後の経過報告」を事務局よりご説明いたします。お手元の資料 3 の
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1 ページ目をご覧ください。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

2 ページ目をご覧ください。 

令和 8 年 3 月時点では、地域の人口は 1,306 人、世帯数は 686 世帯、

高齢化率は 43.4％となっています。 

次に 3 ページ目、「これまでの経過」です。 

彼方上地区では、平成 30 年から公共交通の検討を開始し、住民アン

ケートやワークショップを重ねてまいりました。令和 4 年度には、乗

合タクシー「上セブン号」として第 1 回目の実証運行を実施し、実証

運行の結果の分析等を行いました。 

そして、第 2 回実証運行に先立ち、需要の見極めと機運醸成のため、

令和 7 年 10 月 15 日から 12 月 14 日までの約 2 ヶ月間、実証実験を行

い、令和 8 年 5 月から 7 月にかけて、実証実験後のアンケートを実施

されました。 

4 ページ目をご覧ください。こちらは「実証実験の概要」です。 

利用対象者は彼方上地区の住民及び来訪者でタクシー券をお持ちの

方。 

適用エリアは、河内長野駅または汐ノ宮駅と彼方上地区との相互区

間、および彼方上地区内の発着とし、毎日午前 9 時から午後 5 時まで。

料金は 1 人につき大人 300 円、障がい者・小児は半額に設定しました。 

5 ページ目をご覧ください。「アンケート結果の速報」についてご報

告します。 

調査期間は、令和 8 年 5 月下旬から 7 月上旬まで、回答方法は紙媒

体及びインターネットとしました。回答件数は、紙媒体 335 件及びイ

ンターネット 135 件で、合計 470 件となりました。 

なお、今後アンケート結果や運行実績を詳細に分析した上で、実証

実験の効果や課題について整理し、改めて交通会議にご報告させてい

ただく予定です。 

6 ページ目をご覧ください。こちらでは、アンケート結果の主な内容

を抜粋して掲載しております。その他の詳細な結果につきましては、

資料 3-2『彼方上地区における既存タクシーを活用した実証実験後のア

ンケート結果（速報値）』をご参照ください。 

まず、回答者の年代ですが、60 代から 80 代以上の方が全体の約 7 割

を占める結果となりました。 

次に、利用頻度につきましては、『月に数回程度』が最も多く、次い
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北川議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳原副会長 

 

 

で『1 回のみ』、『週に 1 回程度』の順となっております。 

利用目的では、『通院』が最も多く、次いで『銀行・郵便局・市役所

などでの手続きなど』、『レジャー・会食』、『買い物』となっており、日

常生活における移動を目的とした利用が中心であることが確認できま

した。 

また、地区内から河内長野駅までの移動手段については、『実証実験

タクシー（予約）』の利用が最も多い結果となりました。一方で、徒歩

や自家用車を自ら運転するケース、家族や知人による送迎も一定数み

られました。 

なお、この設問は、実証実験において河内長野駅から地区内への利

用が全体の約 72％を占めていたことから、往路となる地区内から河内

長野駅までの移動手段を把握することを目的として設問したもので

す。 

本日は速報として主な結果をご報告しておりますが、先ほども申し

上げましたとおり、今後アンケート結果や運行実績を詳細に分析した

上で、実証実験の効果や課題について整理し、改めて交通会議でご報

告させていただく予定です。 

案件 3「彼方上地区における既存タクシーを活用した実証実験後の経

過報告」の説明は以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

それでは、この件に関しまして、委員の皆様から何かご意見、ご質問

等ございますか。 

本件につきましては、今から 2 年ほど前の交通会議において、第 2 回

実証運行に至るまでに、既存のタクシーを活用して実証実験を行って

いこうということで、昨年 10 月 15 日から 12 月 14 日までの 2 か月間、

この実証実験を実施いたしまして、その後、今年の 5 月から 7 月にか

けてアンケート調査を実施したということです。 

まだ、十分な分析等ができている状況ではございませんが、今後、運

行実績やアンケート結果等を詳細に分析し、実証実験の効果や課題を

整理した上で、改めてご報告させていただくという流れでございます。 

 

1 点だけ確認させていただきたいのですが、今回のアンケートの回答

者が 470 人ということで、インターネットと紙媒体を合わせた回答数

だと思うのですが、重複はなく、実際に 470 人の方がそれぞれ回答さ
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北川議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳原副会長 

 

 

 

北川議長 

れたということでよろしいでしょうか。 

彼方上地区の人口が 1,300 人ほどだということを考えると、470 人

というのは相当数の方に回答していただいていると思います。 

そうすると、今回の実証実験についての認知度も非常に高く、大体

の方が知っていたということになるのではないかと思います。 

アンケートの回答数からすると、人口の 40％弱ぐらいが回答してい

るということになりますので、実際の利用率がどの程度かという点は

別として、今回のアンケートによって、この地域の意見がほぼ集約で

きていると考えてよいのでしょうか。 

 

調査の母集団の話ですね。 

 

紙媒体とインターネットの両方で回答できるようにしたというとこ

ろですが、当初は紙媒体を中心に考えておりました。 

一方で、インターネットの方が集計もしやすいということもあり、

インターネットで回答をお願いすることにしました。 

ただ、どうしても紙媒体で回答したいという方もいらっしゃいます

ので、今回については、どちらからでも回答できるようにさせていた

だきました。 

その際、注意事項として、重複した回答はしないようにということ

で、地元の方からもお願いをしていただいたところです。 

なお、紙媒体については、各ご家庭に 2 部ずつアンケートを配布さ

せていただきました。 

この地域につきましては、前回の実証運行後に実施したアンケート

でも、かなり多くの方に回答していただいておりますので、実証実験

の認知度としては、かなり高いのではないかと考えております。 

また、アンケートにも非常に協力的にご回答いただいておりまして、

これだけ短期間で多くの回答を得られたことについては、大変助かっ

ております。 

 

これだけの回答があるということですので、詳細な分析をしていた

だければ、かなりいろいろなことが見えてくるのではないかと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

その他、ご質問はございますか。よろしいでしょうか。 
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それでは、彼方上地区の既存タクシーにつきましては、これからま

た分析等を進めまして、改めてご報告をさせていただくということで、

よろしくお願いいたします。 

 

案件 4. 南旭ケ丘町地域における既存タクシーを活用した実証実験の実施について 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、案件 4「南旭ケ丘町地域における既存タクシーを活用した

実証実験の実施について」、事務局よりご説明いたします。お手元の資

料 4 の 1 ページ目をご覧ください。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

2 ページ目をご覧ください。こちらは南旭ケ丘町の地域概要です。 

令和 8 年 3 月時点では、地域の人口は 967 人、世帯数は 449 世帯、

高齢化率は 34.2％となっています。 

次に 3 ページ目、「これまでの経過」です。 

令和 5 年に地域にて、「南旭ケ丘町公共交通導入委員会」を設置さ

れ、ワークショップやアンケート調査、先進事例の視察等を重ね、昨年

には住民アンケート調査の結果に沿った実証運行計画（案）を作成さ

れました。 

そして、実証運行計画（案）に対する需要の見極め及び機運醸成のた

め、実証運行計画（案）に基づく既存のタクシーを活用した実証実験の

実施について決定され、令和 8 年 1 月に本交通会議で承認されました。 

2 月より、機運醸成の検討及び実施をされており、その一環として、

7 月には住民に対し、実証実験の説明会が開催されました。 

次に 4 ページをご覧ください。 

こちらは、これまでに地域で取りまとめた「実証実験計画案」でござ

います。 

 運行エリアは南旭ケ丘町地域、喜志駅、富田林駅またはスーパーマ

ーケットとの相互区間及び南旭ケ丘町地域内の発着、期間は、令和 8 年

9 月 20 日（日曜日）から 11 月 19 日（木曜日）の 2 か月間の午前 7 時

から午後 7 時まで、大人 300 円での運行を想定されています。 

次に 5 ページをご覧ください。 

タクシー券の利用方法ですが、利用者は、事前にタクシー券利用申

請書を受付である南旭ケ丘町公共交通導入委員会へ提出し、受付後、

利用者へタクシー券が配布されます。 

その後、利用者は、通常のタクシー利用時と同じ方法で、電話やアプ
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リにて配車予約を行うか、または、エリア内で待機しているタクシー

に乗車し、乗務員へタクシー券を渡してから、ご利用いただく流れで

す。 

6 ページ目と 7 ページ目を併せてご覧ください。地域では、収支率

30％ 、1 日あたり 75.6 人の利用を目標として、様々な利用促進策を検

討しております。 

1 つ目は、「住民への説明会を複数回実施」です。 

地域の町会の組織体制を生かした説明会を実施されました。委員会

が中心となり、町会の班長に対し説明会を実施、さらに班長以外の住

民に対しても地区ごとに説明会を実施したことにより、高齢者含め誰

もが参加しやすくし、丁寧な説明も行うことが可能となりました。 

こうした取組を通じて住民の理解がより深まり、実証実験への関心

や利用促進の機運醸成を図っています。 

2 つ目は、「分かりやすいタクシー券の作成」です。 

タクシー券のデザインを一目で分かりやすいデザインに変更され、

これにより、タクシー券に親しみを持ってもらい、使ってみようとい

う意欲がわくことにより、利用者が増えるような取り組みを実施され

ました。 

3 つ目は、「広報活動」です。 

実証実験の説明書について、一目で分かりやすいデザインに変更し

た説明書を追加で作成されました。 

また、実証実験の資料は、全住民の目に触れるようにするため、全戸

配布したほか、町内の掲示板付近などに実証実験を PR するのぼり旗の

設置を検討されるなど、細かな情報発信を実施されています。 

4 つ目は、「Q＆A の作成」です。 

よくある質問や利用方法を分かりやすくまとめた Q＆A形式の案内資

料も作成し、住民が安心して利用できるように配慮を行っています。 

最後に 8 ページ目をご覧ください。 

今後のスケジュールですが、引き続き、説明会や利用促進策の検討

を実施し、タクシー券の配布などを行います。 

その後、9 月 20 日から 11 月 19 日まで実証実験を実施、その後、結

果の検証を行っていきます。 

なお、スケジュールについては、関係者等との協議により、変更が生

じる場合がございます。 

案件 4「南旭ケ丘町地域における既存タクシーを活用した実証実験の
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北川議長 

実施について」の説明は以上です。 

 

ありがとうございました。 

本件につきましては、9 月 20 日から実証実験を開始するということ

です。 

それでは、この件に関しまして、委員の皆様から何かご意見、ご質問

等ございますか。 

特に、9 月 20 日からの開始ということですので、実施にあたって「こ

ういったこともできるのではないか」といったご意見等があればと思

いますが、いかがでしょうか。よろしいですかね。 

本件につきまして、約 4、5 年前から取り組んできた活動ということ

で、今回も彼方上地区と同じような形に近い実証実験という形で進め

ていこうというところです。 

これまで、時間をかけていろいろと取り組んできたところもあり、

地域の方々にも、複数回にわたって説明会を実施していただいたり、

自ら分かりやすいタクシー券を作成していただいたり、また、広報活

動についてもかなり積極的に取り組んでいただいているということ

で、このあたりが今回のポイントではないかと考えております。 

今後につきましては、実証実験の結果の検証ということで、アンケ

ートの実施や、その結果の報告等が出てくるかと思いますので、また

ご意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 

案件 5. 東西交通の円滑な移動に向けた路線バス乗継割引実証実験の結果報告 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、案件 5「東西交通の円滑な移動に向けた路線バス乗継割引

実証実験の結果報告」について、事務局よりご説明いたします。お手元

の資料 5 の 1 ページ目をご覧ください。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

2 ページ目をご覧ください。 

まずは振り返りとして、「実証実験の目的」について要点のみをご説

明します。 

1 つ目は、路線バスによる金剛駅周辺と富田林駅周辺の相互移動促

進、2 つ目は、異なるバス事業者による連携施策の可能性検証、3 つ目

は、交通結節点周辺への立ち寄り促進による地域活性化効果の検証で

す。 
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次に、3 ページ目をご覧ください。「実証実験の概要」について、こ

ちらも振り返りとしてご説明します。 

南海バスと近鉄バスを対象とした、各事業者片道 1 回ずつ利用可能

な電子チケットでございます。販売価格は大人 350 円で、通常の場合、

合計 540 円となるため、190 円の割引となるものです。 

実施期間は、令和 7 年 9 月 1 日から令和 8 年 2 月 28 日までの 6 ヶ月

間で、期間中終日利用可能です。 

続いて、4 ページ目、「乗継割引対象路線」と「乗継停留所」は南海

バスと近鉄バスが共用して運行する停留所において乗り継ぐ際に、割

引が適用される仕組みです。 

次に、5 ページ目をご覧ください。利用実績として、利用人数を月別

にまとめたものになります。 

各月の利用人数は、9 月は 29 人、10 月は 22 人、11 月は 40 人、12

月は 51 人、1 月は 57 人、2 月は 57 人で、全月で合計 256 人でござい

ました。特に、11 月以降に障がい者区分の利用者の増加が顕著となっ

ております。 

次に、6 ページ目をご覧ください。こちらは、実証実験期間中の利用

者ごとの利用回数をまとめたものです。 

内訳は、10 回以上の利用が 2 人、5 回から 9 回の利用が 3 人、3 回か

ら 4 回の利用が 2 人、1 回から 2 回の利用が 27 人となっています。 

また、利用者 A の方は 142 回利用されており、他の利用者と比較し

て特に利用回数が多い結果となりました。 

次に、7 ページ目をご覧ください。利用状況としては、実証実験期間

を通じた利用は、当初想定に比べ限定的な水準で推移しました。 

一方で、11 月以降は障がい者区分の利用が大きく増加し、その後も

特定の利用者による継続的な利用が確認されました。 

現時点での評価としては、全体の利用規模は大きくないものの、一

部の利用者において、継続的な利用ニーズが確認されました。 

また、異なるバス事業者をまたぐ電子チケットについて、運用上大

きな支障は確認されませんでした。 

最後に、8 ページ目をご覧ください。 

実証実験は、予定どおり令和 8 年 2 月末もって終了しました。今後

は、実証期間全体の利用実績や地域特性を踏まえ、総合的な評価を行

っていき、評価結果をもとに、今後の取扱いについて検討を進めてま

いります。 
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北川議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

中田委員 

 

 

 

 

 

北川議長 

 

 

 

 

 

 

中村委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

案件 5「東西交通の円滑な移動に向けた路線バス乗継割引実証実験の

結果報告」の説明は以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

では、これも実証実験の報告ということですが、この件に関しまし

て、委員の皆様から何かご意見、ご質問等ございますか。 

特に、本件につきましては、資料にも記載しておりますように、地域

の特性や利用実績等を踏まえて、今後、総合的な評価を行うことが重

要だと位置付けております。 

今回、バス事業者の皆様にもご協力いただいたということですが、

南海バス様、近鉄バス様から何かございますか。 

 

バス事業者側から見ましても、特に運用上のトラブル等もございま

せんでしたので、そういった点では、特段の問題はなかったかと思い

ます。 

あとは、利用人数をどのように評価されるのかというところになっ

てくるかと思います。 

 

最初は電子チケットについても心配していたところですが、大きな

支障は確認されなかったということですので、そういう意味では、き

ちんと機能していたのかなというところはあります。 

一方で、やはり利用人数のところについては、今後、評価していく必

要があると考えております。 

その他、何かご質問等ございますか。 

 

感想のようなものになってしまいますが、私はこの実証実験があっ

たことを終了してから知りました。 

「こんなのがあったのか。知っていたら使っていたな」と思いまし

たので、もう少し広報やのぼりなどで周知していただけてもよかった

のかなと思いました。 

 

広報についてですが、本市の広報誌に今回の実証実験の内容を掲載

させていただいたほか、本市のウェブサイトにも掲載させていただき

ました。 

それに加えて、乗継対象となる停留所にチラシを掲示し、利用者の
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北川議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

方に分かるよう周知させていただきました。 

さらに、市内の小中学校に対してもチラシを配布させていただき、

「こういう事業を実施していますので、よかったら利用してください」

という趣旨でお子様向けに配布しました。 

これは、受け取ったお子様がそのチラシを各ご家庭に持ち帰って、

親御さんにも見ていただいた上で、バスを利用される際に利用してい

ただければということで配布させていただいたところです。 

広報としては、そういった形で実施しておりましたが、主なものと 

しては広報誌やウェブサイトによる周知が中心でした。 

今回、「ご存じなかった」というご意見もいただきましたので、もし

次回、同じような事業を実施する際には、広報の方法についても改め

て検討させていただければと思います。 

 

最初に議論した際にも、広報をどうするかという話がありました。 

決して何もやっていなかったわけではないのですが、今回のような

結果になったというところはあると思います。 

また、何かいいアイデア等がございましたら、ぜひ教えていただき

たいと思います。 

こういうものは口コミが結構大事なのかなというところもありまし

て、1 月、2 月あたりで少しずつ利用者も増えてきているというのは、

若干の望みがあるのかなというところはあります。 

もっと広報をどうするかというのは、非常に大事な話だと思ってお

りますので、また考えていきましょうというところですかね。 

 

 2 点ほどお聞きしたいのですが、11 月以降に障がい者の方の利用が

大きく増加しているようですが、これは何か広報活動をされた結果な

のかという点をお聞きしたいです。 

もう 1 点は、資料に「当初想定に比べて限定的な水準で推移してい

る」とありますが、当初からこれぐらいの利用を想定していたという

基準があって、そのように記載されているのかということです。 

実証実験を実施する前と実験期間中で、乗継割引を利用されている

方の変化を把握できるのかについてお聞きできればと思います。 

 

障がい者の方の利用が増えたという点についてですが、資料の 5 ペ

ージにもありますように、11 月から障がい者の方の利用が増えており
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北川議長 

 

 

 

田中郁代委員 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

6 ページの利用回数を見ていただきますと、特定の方がかなり利用さ

れているという状況がありますので、おそらく、その特定の利用者の

方が障がい者の方だったのではないかと推測しております。 

その方が日常的に利用されていたことによって、結果として障がい

者の方の利用が増えたという形になったのではないかと考えておりま

す。 

ただし、実際にその方に利用実態をお聞きしたわけではありません

ので、あくまで推測ということになります。 

2 点目のご質問についてですが、この路線バスの乗継割引を実施した

ことによって、どれぐらいの方が利用されたのか、また、それまで利用

していた交通手段から、乗継割引にどれぐらいの方が移行されたのか

というところまでは、数字として把握できていない状況です。 

当初、想定していたのと同じようなルートで運行しているレインボ

ーバスから、多くの方が乗継割引を利用されるのではないかという想

定もあったのですが、今回の数字を見る限りでは、そういった利用も

少なかったのではないかと推測しております。 

また、レインボーバスの利用者数についても、大きな増減はありま

せんでした。 

そのため、今回の東西交通の乗継割引について、どれぐらいの方が

他の交通手段から移行されたのかという点については、数字として分

析するのはなかなか難しいところがあるのかなと思っております。 

 

この後の案件になりますけれども、レインボーバスのあり方の検討

について話も出てくると思いますので、こういった結果についても、

うまく見ていただきながら進めていただければと思います。 

 

答えられる範囲で結構ですが、今回の実証実験を実施するための導

入コストがどれぐらいかかっているのかということと、中村委員がご

発言ありましたが、北川議長もおっしゃったように、我々も広報誌や

ウェブサイトなど、いろいろな広報について「どういうことをしたら

いいか」といった意見を出していたかと思います。 

「のぼりがあったら」というご意見がありましたが、それ以外に、ど

ういう方法であれば今回のような取り組みを実施していることが分か

った、もし思われたことがあれば教えていただきたいと思います。 
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北川議長 

 

 

中村委員 

 

 

北川議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北川議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

北川議長 

 

PTA の中で、「これを実施すれば、もっと広がりやすくなるのではな

いか」というようなものございますか。 

 

ぱっと画期的な意見が出るわけではないのですが、唯一思いついた

のが「のぼり」ということでございます。 

 

ありがとうございます。 

やはり、目に見える形で、常に何か動いていますよということが分

かるようにするというところですかね。 

あと、コスト面の話について、事務局いかがですか。 

 

今回、主にかかったコストとしましては、チケットを電子チケット

で発行させていただいたため、その電子チケットを発行するのに必要

な Web 上のアプリの手数料です。 

チケットを 1 枚販売するごとに事業者にお支払いする手数料と、導

入時にシステムを構築するための費用がかかっております。 

導入費用については、当初想定していたよりもかなり安い金額で実

施していただいたところではありますが、導入時の費用に加えて、毎

月の手数料、つまり売上に対する手数料がかかってきたというところ

です。 

 

電子チケットの販売価格はどうでしたか。 

 

350 円で販売させていただいておりました。 

正規運賃との差額については、市の予算から補填させていただき、

各バス事業者様には正規運賃をお支払いしております。 

つまり、電子チケットを販売した金額に対して、正規の運賃となる

よう市が差額を補填し、各バス事業者様にお支払いしているというと

ころです。 

 

ですから、乗れば乗るほど実はコストがかかるという話ですよね。 

思ったよりはコストがかからなかったということですが、そういっ

たところを検討していく必要があるということですね。 

その他、いかがでしょうか。 
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ほかにないようでしたら、次に進みたいと思います。 

 

案件 6. 地域公共交通導入マニュアル策定に向けた検討について 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、案件 6「地域公共交通導入マニュアル策定に向けた検討に

ついて」、事務局よりご説明いたします。お手元の資料 6 の 1 ページ目

をご覧ください。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

なお、13 ページまでは前回の振り返りも含め、前回の会議でも説明

いたしましたことから、時間の都合上、概略のみの説明にとどめます

ことをご了承願います。 

次に 2 ページ目をご覧ください。 

このマニュアルは、地域主導で地域公共交通サービスの導入を目指

す団体「地域協議会」に対し、本市が支援することについて、これから

新しく地域公共交通の導入を検討・開始する地域が活用できるよう策

定するものです。 

3 ページ目は、このマニュアルを導入する「背景」としては、一つ目

は「住民の高齢化」、二つ目は「公共交通を取り巻く厳しい状況」、そし

て三つ目は、「交通不便地域の拡大」が挙げられます。 

4 ページ目は、「地域・行政・運行事業者による取り組み」について

です。 

地域公共交通の導入を実現するため、地域、本市、運行事業者がそれ

ぞれの役割を果たし、互いに連携していくことが必要です。 

5 ページ目をご覧ください。こちらは、「本マニュアルの対象」地域

です。 

しかしながら、近年、高齢化のさらなる進展により、交通不便地域の

範囲が拡大傾向にあることから、当該地域に係わらず、柔軟にこのマ

ニュアルを活用することも想定しております。 

次に 6 ページ目です。ここでは「検討開始から本格運行開始までの

流れ」を、大きく 4 つのステップで示しています。 

7 ページ目は、先ほどの大きな流れをさらに細分化した具体的なプロ

セスを示しています。 

今回の会議では、4 項目、「⑨富田林市交通会議での協議」、「⑩運行

事業者の選定」、「⑪実証運行の実施」、「⑫実証運行の結果の検証」につ

いて、詳しく協議を進めてまいります。 
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それでは、ここから各項目の内容についてご説明いたします。 

なお、④から⑧までは、前回の会議の振り返りとなります。 

それでは、8 ページ目をご覧ください。「④ワークショップの開催」

についてです。 

地域住民を対象にワークショップを開催し、地域の困りごとや公共

交通に対する意見を共有していただきます。 

幅広い世代の参加や、意見を出しやすい環境づくりなどを確認事項

としています。 

9 ページ目は、「⑤アンケート（全住民対象）の実施」です。 

ワークショップの結果をさらに深掘りし、地域全体の公共交通ニー

ズを把握するため、全住民を対象にアンケートを実施します。 

続いて、10 ページ目と 11 ページ目、「⑥運行計画（案）の作成」で

す。 

ワークショップやアンケートの結果を踏まえ、地域のニーズに合っ

た運行曜日・時間、ルート、目的地などを検討し、運行計画（案）を作

成していただきます。 

12 ページ目は、「⑦地域による機運の醸成」です。 

作成した運行計画（案）をもとに、地域全体で利用を呼びかける体制

づくりや、実証運行に向けた役割分担などを進めていただきます。 

13 ページ目は、「⑧利用促進策や収支向上策の検討・実施」について

です。 

地域住民や企業・店舗等と連携し、周知や利用促進の取組を検討・実

施していただきます。 

以上がこれまでの振り返りとなります。 

14 ページ目より、新たな項目の協議となります。「⑨富田林市交通会

議での協議」についてです。 

地域には、必要に応じて本交通会議へご出席いただき、地域の状況

やこれまでの取組内容をご説明いただきます。 

富田林市交通会議での協議に関する確認事項案として、地域で話し

合った内容をもう一度確認をしたか、交通会議に参加する人を決めた

か、運行に必要な地域の関係者へ声かけを再度行ったか、交通会議で

出た意見を地域のみんなに伝えられるようになっているか、といった

点を挙げています。 

本市としては、本交通会議において、地域が実施する利用促進策の

実施状況やその効果を踏まえ、収支率等を含む運行計画及び実証運行



 - 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の実施について協議します。 

協議が調った後、警察、運輸局、交通事業者等の関係機関との調整を

行い、必要な手続きを進めます。 

15 ページ目は、「⑩運行事業者の選定」についてです。 

この項目は、主に事務手続きとなるため、チェックリストは設けて

おりません。 

地域では、引き続き、実証運行の開始に向けて、本市や運行事業者と

連携しながら、準備を進めていただきます。 

本市としては、本交通会議での協議結果を踏まえ、運行事業者の選

定を行います。その後、選定した運行事業者と、運行内容や運行開始に

向けた準備、調整及び必要な手続きを進めます。 

なお、運行事業者については、本市内を運行する公共交通事業者を

基本とします。 

16 ページ目は、「⑪実証運行の実施」についてです。 

地域では、地域住民へ実証運行の開始を周知し、積極的な利用を呼

びかけていただき、利用した人の感想や意見を聞き取り、本市へ共有

していただきます。 

実証運行の実施に関する確認事項案として、実証運行が始まること

を地域の皆さんに知らせたか、家族や近所の人にも利用を呼びかけた

か、実際に利用してみたか、利用した人の感想を聞いてみたか、といっ

た点を挙げています。 

本市としては、運行事業者と連携し、実証運行を開始、利用状況や収

支率等を確認しながら、必要に応じて運行事業者や地域と調整を行い

ます。 

実証運行は、本格運行の可否を判断するための重要な検証期間であ

るため、地域による積極的な利用促進が重要となります。 

17 ページ目は、「⑫実証運行の結果の検証」についてです。 

地域では、実証運行を振り返っていただき、良かった点や改善した

い点について話し合っていただき、必要に応じて運行計画（案）の見直

しを行います。 

実証運行の結果の検証に関する確認事項案として、実証運行で良か

ったことについて話し合ったか、困ったことや気になったことを話し

合ったか、地域の皆さんの意見を聞いたか、「もっと利用しやすくする

にはどうしたらいいか」を話し合ったか、といった点を挙げています。 

本市としては、利用実績、収支率等の運行状況を検証し、本格運行の
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可否を判断します。 

なお、利用者が限定される場合は、他の交通施策について検討を進

めます。 

最後の 18 ページ目は、「次回の検討事項」についてです。 

今回の会議では、⑨から⑫までの 4 つの項目について協議を行って

まいりますが、次回の会議では、これらの⑨から⑫の振り返りを行い、

その上で、⑬富田林市交通会議での協議、⑭運行事業者の選定、⑮本格

運行といった次のステップについて協議を進めていく予定です。 

最後に、このマニュアルは、市民の皆様に活用していただくことを

想定しているため、実際にマニュアルを作成する際は、行政用語をで

きるだけ避け、分かりやすい表現とするとともに、図やイラストを用

いるなど、読みやすい構成となるよう工夫してまいります。 

案件 6「地域公共交通導入マニュアル策定に向けた検討について」の

説明は以上です。 

 

ありがとうございました。 

最後にも少し説明がありましたように、実際にマニュアルを作成す

るということですが、まだ完成していないということで、今後、読みや

すい構成となるよう工夫していくということです。 

今回は、その策定に向けた検討ということで、特に内容面について、

いろいろとご意見をいただきたいという趣旨だろうと思います。 

それでは、この件に関しまして、委員の皆様から何かご意見、ご質問

等ございますか。 

 

前回にもお聞きしているかもしれませんが、何点か気になるところ

があります。 

まず、前提として、このマニュアルについて、許可や登録が必要な運

行に限定しているのかというところです。 

地域公共交通の導入となると、互助輸送であるとか、許可不要の運

送であるとか、いろいろなスタイルがあると思います。 

形から入るのではなく、誰の、どういう移動を、どうやって支えるの

かというところによって、必要となる許可や登録が変わってくると思

いますので、そういったところについての指南的な内容があってもい

いのかなと思いました。 

あと、今後、近接している地域での取り組みが増えてくる可能性も
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北川議長 

あると思いますが、地域ごとにばらばらと相談が出てきた場合、市の

担当者の方の負担がかなり大きくなるのではないかと思うところがあ

ります。 

そのため、隣接する地域をまとめるといったこともされるのかなと

思いますが、その点についてはいかがでしょうか。 

また、許可や登録が必要となる場合には、登録までの申請期間等も

必要になってきますので、そういったタイムスケジュール的なところ

についても、指南する内容があってもいいのかなと思いました。 

 

現在のマニュアルについては、これまで取り組んできた彼方上地区

などを参考に、道路運送法第 4 条の申請など、許可が必要となる運行

を目標として作成させていただいております。 

ただ、確かにそれ以外の運送形態もありますので、その点について

の書き方については、検討させていただきます。 

また、地区をまとめるというお話についてですが、確かに同じよう

な取り組みを隣接する地域で行うのであれば、一緒になって取り組む

ということも考えていけると思いますが、まずは、取り組まれている

地域が一地域であれば、一地域で、このマニュアルに沿って進めてい

ただき、その中で、ある程度しっかりと地域に合った公共交通を考え

ていただくということを基本とし、その上で、その地域に隣接した地

域にも一緒に参画していただけるのであれば、その後、地域をまとめ

て、いろいろな運送形態なども考えながら、複数の地域にまたがって、

地域に合った交通を考えていければと思っております。 

まずは、一地域で運送形態を考え、地域に合った交通をしっかりと

定着させてから、他の地域にも広げていくという考え方です。 

ただ、地域の方から複数の地域で取り組みたいということであれば、

現在取り組んでいる彼方上地区も、町会単位で言えば複数の町会がま

とまって構成された地域となっており、地域によって取り組み方は変

わってくるのかなと思っております。 

その地域ごとに、このマニュアルを参考にしていただきながら、そ

れぞれの地域に合った交通を考えていければと考えております。 

 

法律的な解釈の話ですね。 

それから、タイムスパンといいますか、スケジュール的な話も少し

盛り込んだ方がいいのではないかということですね。 
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それでは、その他、何かお気づきのところございますか。 

マニュアルが完成した段階で、またいろいろとご意見をいただく機

会も当然あると思います。 

本日は、「④ワークショップの開催」から「⑫実証運行の結果の検証」

までの説明でした。 

その中で、アンケート実施に関する確認事項など、いろいろな確認

事項がありますので、こういうチェックリストの中に、こういった項

目があるといいのではないかというところですかね。 

それから、特に交通会議の場といたしましては、⑨と⑬のあたりで、

「交通会議での協議」というところがあります。 

1 回目の交通会議での協議のところでは、特に、地域と本市、それぞ

れの役割について、我々の果たす役割として、収支率等を含めた運行

計画について交通会議で協議をするということや、実施についての協

議を行い、必要な手続きを進める段階まで至るというところが、我々

の役割ということになっているということです。 

この辺りにつきまして、ご意見等あればありがたいかなと思います

が、いかがでしょうか。よろしいですかね。 

先ほどのご説明にもありましたように、運行事業者と市が連携しな

がら実証運行を開始します。 

その際には、利用状況や収支率等を確認しながら、調整を行うとい

うところですので、我々としては、運行を見守っていく役割があると

いうことだろうと思います。 

ただ、昨今の情勢からしますと、収支率についても、彼方上地区や南

旭ケ丘町でもいろいろな話がありましたが、かなり経費が変わってき

ている部分があります。 

一概に「何パーセント」という基準を示すことがなかなか難しいと

いうのが、現在の状況です。 

そのため、今回は、どちらかといいますと、収支等の話や、それに伴

う運行計画について、その適正を確認するといった書きぶりになって

いるというところはあるかと思います。 

これにつきましては、まだ完成形ではなく、今後、⑬、⑭、⑮につき

ましても、本日いただいたご意見なども参考にしていただきながら、

マニュアルとして完成していくというところです。 

引き続き、よろしくお願いいたします。 
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それでは、案件 7「レインボーバスのあり方の検討について」、事務

局よりご説明いたします。お手元の資料 7 の 1 ページ目をご覧くださ

い。 

こちらは、本資料の目次となっております。 

次に、2 ページ目をご覧ください。 

「レインボーバスの概要」についてご説明いたします。 

レインボーバスは、市役所や市内の主な公共施設を巡回するコミュ

ニティバスとして、富田林駅前から金剛連絡所間を運行しております。 

便数は現在 1 日 7.5 便、運賃は大人 1 回 200 円、小児 100 円です。 

運行事業者は近鉄バス株式会社でございます。 

令和７年度の利用実績の速報値は 17,887 人、令和 7 年度の市からの

補助金は 10,492,187 円となっております。 

続いて、3 ページ目をご覧ください。 

「OD 調査の結果について」、ご報告いたします。 

OD 調査とは、乗車された停留所と降車された停留所を一人ひとり把

握するものであり、調査目的は、レインボーバス利用者の移動パター

ンを分析し、今後の施策展開に生かすことでございます。 

調査日は、令和 8 年 6 月 10 日（水曜日）及び 6 月 21 日（日曜日）

で実施し、調査方法は、各便で職員 1 名が乗車し、利用者ごとに調査

票に乗車停留所及び降車停留所を記載しました。 

続いて、4 ページ目と 5 ページ目を併せてご覧ください。 

こちらは、6 月 10 日（水曜日）に実施した OD 調査の結果でございま

す。 

利用者は合計 75 人で、「富田林駅前」と「金剛連絡所前」間の両方向

の利用が多く見られました。 

また、「富田林駅前」から「明治池公園」への移動についての利用も

見られました。 

続いて、6 ページ目と 7 ページ目を併せてご覧ください。 

こちらは、6 月 21 日（日曜日）に実施した OD 調査の結果でございま

す。 

利用者は合計 45 人で、「富田林駅前」から「金剛連絡所前」方向の利

用や、「富田林駅前」と「津々山台公園南」間の両方向の移動が多く見

られました。 
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続いて、8 ページ目と 9 ページ目を併せてご覧ください。 

ここからは、過去に実施した OD 調査の結果をまとめたものになりま

す。 

こちらは、令和 4 年 3 月 23 日（水曜日）に実施した結果で、利用者

は合計 156 人でした。 

「富田林駅前」から「金剛連絡所前」の両方向の利用、「高辺台 3 号

公園前」から「富田林駅前」への移動に加え、「金剛公民館・図書館前」

や「市役所・警察署前」、「すばるホール（総合福祉会館）」など、複数

の公共施設への利用も多く見られました。 

特に、「金剛連絡所前」と「金剛公民館・図書館前」間の利用が多く

見られました。 

続いて、10 ページ目と 11 ページ目を併せてご覧ください。 

こちらは、令和 4 年 6 月 26 日（日曜日）に実施した OD 調査の結果

で、利用者は合計 127 人でした。 

「富田林駅前」と「金剛連絡所前」間の両方向の利用に加え、「富田

林駅前」から「富田林病院」、特に「すばるホール」への利用が特に多

く見られました。 

また、「すばるホール」から「金剛連絡所前」への移動や、「高辺台 3

号公園前」から「富田林駅前」への移動、「金剛連絡所前」から「総合

福祉会館」への移動も確認されました。 

12 ページ目をご覧ください。調査結果の概要としましては、 

 

⚫ 「富田林駅前」と「金剛連絡所前」を結ぶ利用は、令和 8 年度・

令和 4 年度ともに多く見られ、主要な利用区間となっている。 

⚫ 令和 8 年度調査では、利用者数は、平日 75 人、休日 45 人とな

り、平日の方が約 1.7 倍多かったが、令和 4 年度調査と比較して

平日・休日ともに減少しており、利用実態に変化が見られる。 

なお、令和 4 年度調査以降、「けあぱる」及び「富田林病院前」

停留所が廃止されるなど、運行ルートや停留所、運賃の見直しが

行われていることから、利用実態の変化にはこうした運行環境の

変化も影響しているものと考えられる。 

⚫ 令和 4 年度調査では、「金剛公民館・図書館前」や「市役所・警

察署前」、「すばるホール（総合福祉会館）」など複数の公共施設

への利用も多く見られたが、令和 8 年度調査では、「富田林駅前」

及び「金剛連絡所」を中心とした利用がより多く見られ、公共施
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柳原副会長 

設への利用は相対的に少なくなっている。 

 

となりました。今後は、本調査の結果を踏まえ、レインボーバスのあ

り方について、検討を進めてまいります。 

続いて、13 ページ目をご覧ください。 

レインボーバスの今後のあり方については、関係する交通事業者や

市関係部署等と具体的な議論を重ねた上で、方向性を決定する必要が

あることから、富田林市交通会議に専門の分科会を再度設置し、分科

会においてレインボーバスの方向性を検討していきます。 

分科会の構成員としては、学識経験者、各バス事業者及び市民委員

を想定しております。 

なお、国土交通省近畿運輸局大阪運輸支局につきましては、オブザ

ーバーとしてご参加いただく予定でございます。 

開催回数は年 3 回程度を予定しており、任期につきましては、調査

及び検討が終了するまでの期間としております。 

主な検討内容としましては、「現状・課題の整理」、「運行ルート・便

数等の検討」、「持続可能な運行のあり方」などを予定しております。 

最後に、14 ページ目をご覧ください。 

分科会のスケジュール案として、まず、第 1 回を本年 10 月頃に開催

する予定としております。この回では、レインボーバスのこれまでの

経緯や現状の課題について整理します。次に、第 2 回は来年 2 月頃を

予定しており、第 1 回で整理した課題の解決に向けた検討方法につい

て、ご議論いただきます。 

そして、第 3 回以降では、第 2 回でご議論いただいた検討方法に基

づき、レインボーバスのあり方について、具体的な検討を進めていく

予定としております。 

なお、今後の検討状況等により、スケジュールや議題等については

変更となる場合がございます。 

案件 7「レインボーバスのあり方の検討について」の説明は以上で

す。 

 

ありがとうございました。 

それでは、委員の皆様から何かご意見、ご質問等ございますか。 

 

今後、分科会で詳細に検討していくと思いますが、それまでにお願
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いしたいことがございます。 

まず、OD 調査の結果について、金剛公民館・図書館、市役所、警察

署、すばるホールなどの公共施設への利用が減っているのではないか

というところですが、これは全体の利用者数が減っているため、当然、

数としては減っていると思います。 

ただ、相対的な割合で見ても、公共施設への利用が減っているのか

どうかというところを確認していただきたいと思います。 

もし減っているのであれば、その要因が何なのかというところも、

分析していただければと思います。 

例えば、運賃が上がっているので、これまで 100 円だったものが 200

円になったことで、いわゆる短距離の利用を躊躇するようになったの

かなど、そういったところも、もし分かりましたら確認をお願いした

いと思います。 

あとは、利用目的についてです。 

富田林駅から金剛駅への駅間の利用については、以前の検討でもあ

りましたが、今回も「富田林駅前」と「金剛連絡所前」までの利用が一

番多く、前回も一番多かったと思います。 

この利用目的について、以前は、駅に行く方が、レインボーバスの運

賃が安いので、「富田林駅前」から「金剛連絡所前」まで行って、そこ

から歩いて金剛駅に行くという利用が多かったかと思います。 

今回、運賃が上がって 200 円になり、それでも乗り継ぐよりは大分

安いと思いますが、現在もそのような利用パターンが多いのかどうか

というところです。 

この辺りも、利用目的が分かれば、調べておいていただきたいと思

います。 

また、今回、「けあぱる」と「富田林病院前」の停留所がなくなって

いますので、その影響についても確認をお願いしたいと思います。 

今回の OD 調査だけを見ると、前回の令和 4 年の OD 調査では、けあ

ぱるへ行く利用や、けあぱるからの利用はかなり少ない状況ではあり

ますが、富田林病院については比較的多くなっています。 

実際、富田林病院については、おそらく他の交通手段で賄えている

とは思いますが、その辺りがきちんと賄えているのかどうかというと

ころも把握していただきたいと思います。 

けあぱるについても、「富田林駅前」から「けあぱる」、また、「けあ

ぱる」から「金剛連絡所前」への利用が少しありますので、この辺りも
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北川議長 

実際に代替交通で対応できるのかどうかというところも、見ておいて

いただけると、分科会で検討する際に話がしやすいかなと思います。 

以上、よろしくお願いします。 

 

今のご質問につきまして、事務局の方から、対応できるかどうか、分

からない部分もあるかもしれませんが、答えられる範囲でお答えいた

だければと思います。いかがでしょうか。 

 

令和 4 年の OD 調査と令和 8 年の OD 調査で変わっているところは、

先ほどおっしゃっていただいたとおり、「富田林病院前」と「けあぱる」

の停留所がなくなっていること、また、運賃が 100 円から 200 円に上

がっていることが大きな変更点です。170 円の時代もあり、徐々に変わ

ってきたところではありますが、主にこの 2 つの変化をもとに、先ほ

ど柳原副会長からご意見いただいた内容について検討できればと思っ

ております。 

利用分析や、場合によってはアンケート調査なども必要になってく

るかと思いますので、その方法も含めて検討させていただきます。 

また、ご意見いただいた事前の調査につきましても、日程的に可能

であれば実施させていただきたいと思いますので、この辺りについて

は、また追ってご相談させていただければと思います。 

 

その他、何かご意見、ご質問等あればと思いますが、いかがでしょう

か。よろしいですかね。 

今回、乗降調査を実施したということで、実態としてどうなってい

るのかというところが分かってきたということがあります。 

一つは、利用者数について、前回調査したときと比べると、やはり減

っています。 

また、OD 調査についても、運行環境に変化が生じており、公共交通

の利用が相対的に少なくなっているということです。 

今回は、報告ということになりますが、今後、レインボーバスのあり

方の検討については、分科会の方で進めていただくということになろ

うかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

案件 8. 改正地域公共交通活性化再生法と庁内連携会議の発足について 
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それでは、案件 8「改正地域公共交通活性化再生法と庁内連携会議の

発足について」、説明いたします。 

資料 8 の 1 ページ目をご覧ください。 

まず、改正地域公共交通活性化再生法について、ご説明いたします。 

正式名は「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」と言いま

す。その名のとおり、この法律は人口減少や運転手不足による「交通空

白」を解消し、持続可能な移動手段を確保することを目的の一つとし

ております。富田林市地域公共交通計画もこの法律に基づいて作成さ

れており、本交通会議は交通計画の作成や実行するにあたって必要な

話し合いを行う法定協議会として位置づけされております。 

この法律自体は平成 19 年に制定されましたが、背景・必要性のとこ

ろの 1 つ目にあるとおり、人口減少や少子高齢化により、運転手等の

担い手が不足し、利用者の減少も相まって、バス路線の減便・廃止が加

速する状況です。一方で、免許返納や学校、病院等の統廃合などにより

公共交通の需要が高まっている状況です。 

2 つ目、減便・廃止は、日常生活における移動の不便にとどまらず、

外出・通院機会の減少による健康面への悪影響や現役世代による子ど

もや高齢者の送迎負担の増大などにより、地域の活力の低下、さらな

る人口減少という負の連鎖を招く可能性もあり、本市においても喫緊

の課題です。 

続きまして、2 ページ目と 3 ページ目を併せてご覧ください。 

本年 6月 3日に本法律が改正可決された内容が列記されております。

大まかにですが、これまでのバスや鉄道といった運送主体以外に、学

校、病院、福祉施設、商業施設等の送迎サービスも、市町村が主体とな

り公共交通に取り入れていくことになりました。 

続きまして、4 ページ目をご覧ください。 

本改正を受けまして、本市では福祉・医療・商業などの部署からなる

連携会議を発足し、去る 7 月 29 日に第 1 回会議を開催、今後年 4 回程

度開催し、地域住民の移動課題の共有、運転手等の輸送資源の状況把

握、利活用の検討、さらに必要に応じて本交通会議への提案も含め、す

でに協議を開始いたしました。 

分科会ではありませんが、本市の公共交通の維持・発展に向けて有

意義な議論の場として活用してまいりますことを、報告させていただ

きます。 
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以上で説明となります。 

 

ありがとうございました。 

それでは、この件につきまして、委員の皆様から何かご意見、ご質問

等ございますか。 

特に、この法律に関する内容ですので、大阪運輸支局様から何か補

足等があれば伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

今ご説明いただいたとおり、今回の法改正によって、横の連携、具体

的には福祉、医療、商業、教育等との連携を深めていかないと、地域交

通が維持できないというところがあります。 

そういった中で、市の中において、このような連携会議を設けられ

るということは、非常に良いことだと思いました。 

福祉、医療、商業、教育などについては、皆さんそれぞれ目的地に行

かれて、その目的地での支出については、たとえ金額が上がっていた

としても支払われますが、移動については、目的とは別に発生する需

要というところで、どうしても別のものとして捉えられることが多い

と思います。 

ただ、その移動がなければ、本来の目的も達成できないというとこ

ろがありますので、移動についても一体的に考えていただけるという

のは、非常に良いことだと思いました。 

 

まだ、ここまで取り組まれているところは、少ないと言えば少ない

と思いますので、富田林市には、その辺りについても期待したいと思

います。 

 

4 ページのところで、7 月 29 日に第 1 回会議を開催されたというこ

とで記載していただいていますが、第 1 回目ということで、そこまで

踏み込んだ議論にはなっていないと思いますが、どのようなことが議

論されたのか、概要を教えていただければと思います。 

 

今回の会議については、すでに 7 月 29 日に第 1 回を開催させていた

だいております。 

庁内で送迎サービス等を実施している、または実施していると考え

られる部署の所属長に声をかけさせていただき、ご出席いただきまし
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た。 

今回が初めての会議ということですので、各部署から現在の状況、

送迎の実施状況や課題等について、それぞれご意見をいただきました。 

また、「このような送迎サービスを実施しています」といった情報も

提供いただきました。 

そのほか、高齢者や障がい者の方々が、移動についてどのような状

況に置かれているのかといった報告もいただいております。 

現在、会議でいただいた内容を取りまとめておりますので、次回の

会議にフィードバックしながら、今後、市内の福祉、医療、教育分野、

また商業施設や宿泊施設などで実施されている送迎の実態について、

アンケート調査を実施することを検討しております。 

現在、そのアンケートの内容を詰めているところです。 

このアンケート結果をもとに、今後、送迎サービスを実施されてい

る施設の方々とお話をしながら、可能であれば、例えば公共交通に一

部ご協力いただくといったことについて、今回の法改正の趣旨に沿っ

た形で検討していければと考えております。 

また、先ほどから交通不便地域のお話が出ておりますが、今回の会

議でも議論がありましたし、実際に地域から私どものところへ直接ご

相談をいただくこともあります。 

交通不便地域に限らず、高齢者の移動の課題や、坂道が多いことに

よる移動の課題など、さまざまな移動の課題が出てきております。 

そういったところで、既存の送迎サービスをいかに結び付けていく

かというところまで、議論ができればと考えております。 

また、場合によっては、こちらの交通会議においても、「こういった

議論をしています」ということで報告させていただき、委員の皆様か

ら有意義なご提案やご意見をいただければと思っております。 

 

はい、ありがとうございます。その他、何かございますか。 

 

その件について、ぜひともよろしくお願いいたします。 

私も富田林市の公共交通について長く携わっていますが、富田林市

の課題として、病院の無料送迎がかなり運行されており、路線バスと

重複しているところがあります。 

住民の方から、「富田林駅から金剛駅に行くのに、そういう利用は本

来すべきではないが、病院でいったん乗り継げば、無料で行ける」とい
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った話を聞いたことがあります。 

やはり、この辺りについて、送迎バスとの錯綜を整理することは、非

常に重要だと思います。 

富田林市の公共交通、特に民間事業者が厳しい状況にある中で、そ

ういったところを検討することは非常に重要なことだと思いますの

で、ぜひ、この会議でそういったところについても話し合っていただ

ければと思います。 

 

当然、既存の公共交通を維持するということを大前提としながら、

それでも移動の課題はほかにもございますので、その辺りにどこまで

対応できるのかというところを探っていきたいと考えております。 

 

はい、ありがとうございます。その他、いかがでしょうか。 

事例ベースで申し上げますと、例えば福祉施設があって、リフト付

きの車両が朝夕は忙しいけれども、昼間は空いているといったケース

があります。 

また、学校についても、スクールバスのように使っている車両があ

り、昼間は空いている、商業施設についても、お買い物バスなどを運行

しているところがありますので、それをうまく活用できないかという

話もあります。 

 要するに、地域の中にある資源を探していくということが、非常に

重要な時代になってきたということだと思います。 

特に富田林市については、さまざまな部局の委員の方もいらっしゃ

いますので、産業もそうですし、商業施設、福祉施設、病院、学校など、

さまざまな資源があります。 

それらが地域の公共交通の一環になると、通常のバスや鉄道への影

響についても考えていく必要がありますので、この会議の持つ役割は、

これから非常に大きくなってくるのではないかと期待しております。 

より一層、いろいろと議論していただければと思いますし、交通会

議においても、その議論や意見を吸収しながら、今後の公共交通につ

いて考えていく良い機会にできればと思います。 

 

案件 9.富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会等の報告 

について 
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それでは、案件 9「富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公

共交通活性化協議会等の報告について」、事務局よりご説明いたしま

す。お手元の資料 9 の 1 ページ目をご覧ください。 

本ページは、資料の目次でございます。 

次に、2 ページ目をご覧ください。 

本ページは、令和 8 年 6 月 11 日に開催された「金剛ふるさとバス利

用促進検討分科会」の報告でございます。 

主な議題は、「ロゴマークについて」及び「令和 8 年度利用促進につ

いて」でございます。 

分科会では、ロゴマークの活用方法について検討を行ったほか、利

用促進施策として、スタンプラリーイベントの実施及び地域の子ども

たちによる車内アナウンスの実施について検討を行いました。 

次に、3 ページ目をご覧ください。 

本ページは、令和 8 年 7 月 24 日に開催された「金剛ふるさとバス利

用促進検討分科会」の報告でございます。 

主な議題は、「ロゴマークの活用について」、「スタンプラリーイベン

トについて」、「平日 1 日フリー乗車券の発売について」及び「車内ア

ナウンスについて」でございます。 

分科会では、金剛ふるさとバス 3 周年を記念した「カウントダウン

開始 金剛ふるさとバス 3 周年デジタルスタンプラリー」について検討

を行いました。 

また、平日の利用促進を図るため、「平日 1 日フリー乗車券」の発売

について検討を行ったほか、地域の子どもたちによる注意喚起アナウ

ンスの導入についても検討を行いました。 

最後に、4 ページ目をご覧ください。 

本ページは、令和 8 年 8 月 5 日に開催された「富田林市、太子町、

河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会」の報告でございま

す。 

主な議題は、「令和 7 年度事業報告について」、「令和 7 年度決算報告

について」、「金剛ふるさとバス利用促進検討分科会の報告について」

及び「平日 1 日フリー乗車券の発売について」でございます。 

協議会では、「令和 7 年度事業報告」、「令和 7 年度決算報告」及び「金

剛ふるさとバス利用促進検討分科会の報告」について報告を行いまし

た。 

また、平日の利用促進施策として、「平日 1 日フリー乗車券」の発売
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について協議を行い、承認されました。 

なお、発売金額については、「金剛ふるさとバス利用促進検討分科会」

で引き続き協議されるとのことです。 

案件 9「富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性

化協議会等の報告について」の説明は以上でございます。 

 

はい、ありがとうございました。 

それでは、この件に関しまして、委員の皆様から何かご意見、ご質問

等ございますか。 

本件につきましては、地域公共交通活性化協議会が、富田林市、太子

町、河南町、千早赤阪村の 4 市町村において、継続的に開催されてい

るということで、内容としては、特に利用促進をどのように進めてい

くかというところに主眼が置かれているということですね。 

これまでにも、さまざまな議論がされてきたというところでござい

ます。 

富田林市におきましても、協議会に参画しているところですので、

今後の動向を見ながら、またいろいろと議論してもらえればと思って

おります。 

 

案件 10.その他 

・次回交通会議及びレインボーバスのあり方検討分科会の日程について 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局より、次回の交通会議の開催予定についてご案内いたします。 

次回の交通会議は、令和 8 年 11 月 26 日（木曜日）午後 2 時から、

すばるホール 3 階展示室にて開催を予定しております。 

会議の議題や配布資料等につきましては、決まり次第、順次ご案内

いたします。 

また、レインボーバスのあり方検討分科会につきましては、令和 8 年

10 月 28 日（水曜日）午後 3 時から、すばるホール 4 階旧秀月の間にて

開催を予定しております。 

こちらの対象者は、学識経験者、市民委員、バス事業者などの一部の

方のみでございます。 

分科会の議題や配布資料等につきましては、分科会委員に選出され

た方々へ、決まり次第、順次ご案内いたします。 

事務局からは、以上です。 
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以上 


